

























































なってきている｡ その結果､ あらゆるものが見え､ 従っ
てなにも見えないという奇妙な状況が我々のまわりに
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Kyoto University京都大学 化学研究所 広報
OBAKU第 9号 1998年 7月
● 冒険的な｢基礎科学｣の奨め 所長 杉浦 幸雄 1
● 化学研究所のあり方 名誉教授 作花 濟夫 2
● 研究ハイライト
｢スピンの梯子｣ 助教授 廣井 善二 3
｢アルツハイマー病とパーキンソン病の発症機構に
共通して関与するタンパク質 : NACP／α-シヌクレイン｣
助教授 田中 静吾 5
● 掲示板
第 3回所長賞募集(一部選考方法及び賞の変更) 6
講演委員会 (第 5回公開講演会､ 若手フォーラム､
高校生のための講演会等) 7
● 新教授自己紹介
教授 坂田 完三 8






















く､ 細部によって見る｣ という感性も､ ラゴンの時代





















いては､ ｢変わらないもの｣ あるいは ｢変えてはなら
ないもの｣ が存在するように思われてならない｡ それ
にしても､ 昨今の大学には何んとゆとりがないことか｡
激動の時代だからこそ､ いま一度 ｢ゆとり｣ をとり

















われるように､ 研究環境､ 研究組織､ 研究の雰囲気を
整え､ その中で研究者が優れた研究業績を挙げること
が要請される｡





































































いいたい｡ 前記 (1) 概念､ (2) 手法､ (3) 手段につい
ての新しい発想が生まれたときにそれを実りあるもの
にするためには､ 普通は､ かなりの実験､ 測定､ 計算
の作業が必要である｡ 結果を論文に書き上げること自
体も大きな作業である｡



















③ については､ 化学研究所は恵まれている｡ 研究

































研 究 ハ イ ラ イ ト
黄 檗


















り ｢極限環境状態における現象｣ 領域に ｢反強磁性量
子スピン梯子化合物の合成と新奇な物性｣ という研究
題目を提案し､ 採択された｡ 当研究グループには化学
研究所の他に阪大基礎工 (北岡､ NMR)､ 東大物性研
(高木､ 輸送現象)､ 東北大物理 (高橋､ XPS)､ 青山
















































































る｡ これに対して､ パーキンソン病では黒質､ 線状体
などの運動機能を調節する領域 (錐体外路) に主病変
を認め､ 患者は振戦 (ふるえ)､ 筋固縮 (手足が固く




















































































平成10年度第３回化学研究所 ｢所長賞｣ の募集を以下の要領に従って募集致します｡ 所内の有資格者は
奮ってご応募下さい｡ なお､ 今回から大学院生からの応募の中で特に優秀な論文には ｢奨励賞｣ を授与
することになりました｡ 広報委員会
化学研究所 ｢所長賞｣ 要領
１．主 旨：化学研究所 (以下 ｢化研｣ という) 創立70周年を記念して､ 明日の化学を担う若手研究者を育成する
ことを目的として ｢所長賞｣ を設ける｡ 本賞は学術論文を募集し､ その優秀論文に対して授与する｡
２．対 象：化研に所属する35歳以下の大学院生を含む研究者｡
３．応募手続：次の要領により必要書類を揃え､ 化研所長に提出する｡
  応募論文：公表論文､ 投稿論文､ 新作論文いずれでもよいが､ 応募者が中心になって行った２～３年以内の
研究であること｡
  説 明 書：論文の意義・位置づけなどを2000字以内で述べること｡
  提出期限：毎年度10月末日
  提出部数：７部 (表紙にタイトル､ 応募者氏名､ 生年月日､ 身分､ 連絡先とともに､ 選考を希望する研究分野
(以下別に定める ｢系｣ という) を明記すること)
４．選考方法：応募者の希望する系の教授､ 助教授数名により第一次選考を行う｡ 引き続き､ 各系から選ばれた教授
５名により第二次選考を行う｡
５．表 彰：  最優秀論文には､ 賞状を授与し､ 副賞として50万円を研究のため助成する｡






｢こんなところにも化学が ｣ をメインテーマに､ ｢暮らしの中の化学とその未来｣ をサブテーマに６月
12日 (金) 13 : 00～17 : 00､ 京大会館において開催されました｡ 杉浦所長のあいさつに続いて､ 以下４件
の講演が行われました｡
  地震からあなたと家を守る免震ゴム 客員助教授 深堀 美英
  トランスジェニック植物の有効利用 助教授 青山 卓史
  ガラスは２１世紀のエコマテリアル 教授 横尾 俊信
  磁石が支える先端技術 教授 新庄 輝也
今回は対象を広げて一般の方々の参加にも留意し､ 講師の方々には ｢可能な限り平易に｣ とお願いした｡
所外からの40名を含めて延べ80名を越える参加者があり､ 家庭の主婦を含めた一般の聴講者の熱心な姿が
印象的であった｡
次回からはいわゆる ｢市民講座｣ 的なものに発展させることが検討されており､ この点から有益な教訓
を引き出すことのできる講演会であった｡ 今後とも所内の方々の御協力をお願いしたい｡
２．化研フォーラム
｢黄檗｣ 第８号 (1998年３月) に紹介しました ｢化研フォーラム｣ の第３回､ ４回が行われました｡ 第
３回は４月10日 (金)に有機材料化学Ⅰ､ 有機材料化学Ⅱ､ 構造解析基礎Ⅲの３つの分野の担当で､ 第４
















大学のそれを基調にしてデザインしたものです｡ 今後､ レターヘッド､ 封筒､ 名刺などにお使
いいただきますようにお願い致します｡ オリジナルの判元は､ 大森印刷 (Tel:075-601-2754)
にありますが､ 広報委員長 (横尾)のところにもファイル (Macintosh, Adobe, Illustrator) があ
りますので必要な方はご遠慮なくお申し出下さい｡ (フルカラーは表紙参照)
黄 檗














































































｢曲がるベクトル｣ である｡ 将来､ 従来の狭い研究分
野にこだわっていては解決出来ない難問にぶつかる可
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かけ以上に広く､ テニス､ 俳句､ そして日本酒にあう
梅干し作り (今年は中止) をたしなみます｡
事務統合､ 一元化について






























































[特別推進研究 (2)] 総 計 40,000千円
1．ダークマターアクシオンの探索 40,000千円 松木 征史
[特定領域研究 (A)(1)] 総 計 344,200千円
1．ゲノムの生物知識情報 176,000千円 金久 實
2．微小磁性体の作製とその性質 58,200千円 新庄 輝也
3．微小領域の磁性と伝導 5,000千円 新庄 輝也
4．インターエレメント飽和結合の化学 25,000千円 玉尾 皓平
5．インターエレメント結合の化学 80,000千円 玉尾 皓平
[特定領域研究 (A)(2)] 総 計 16,200千円
1．光学活性スピロシランを鍵構造とする新規キラルらせん高分子の開発 1,700千円 山口 茂弘
2．メカノケミストリー － フラーレン化学への応用 2,900千円 小松 紘一
3．亜鉛フィンガーモチーフによるDNA認識と遺伝子ターゲティング 2,000千円 杉浦 幸雄
4．ファージディスプレー法による機能性ヘム集合体のデザイン 1,800千円 江崎 信芳
5．ドナー・アクセプター結合型高極性両性分子の集合化と構造・物性 2,000千円 佐藤 直樹
6．植物メリステムにおける細胞周期調節機構 2,500千円 青山 卓史
7．花芽のメリステムにおける細胞間相互作用の解析 3,300千円 後藤 弘爾
[基盤研究 (A)(2)] 総 計 83,400千円
1．パルスストレッチャーを用いた電子線の放射過程の研究 11,700千円 野田 章
2．σ－π共役を機軸とする機能性分子モデルの設計と合成 2,400千円 小松 紘一
3．局在・遍歴電子共存系の磁気相関と電気伝導の協調・競争現象の研究 12,700千円 山田 和芳
4．超臨界条件下の水溶液化学 19,200千円 中原 勝
5．高分子の結晶化誘導期における構造形成 36,200千円 梶 慶輔
6．高性能指数(FOM)を有する非線形光学ガラス材料の探索ならびに開発 1,200千円 横尾 俊信
[基盤研究 (B)(1)] 総 計 2,800千円
1．電磁誘導型プローブを用いた誘電スペクトロスコピーによるバイオプロセスの計測と制御 2，800千円 浅見 耕司
｢基盤研究 (B)(2)｣ 総 計 73,300千円
1．溶液中高分子の単分子鎖直接観察法の開発と応用 1,600千円 磯田 正二
2．規制ラジカル重合の基礎および応用研究 2,800千円 福田 猛
3．大変形下における高分子材料の凝集構造変化 2,000千円 尾崎 邦宏
4．フッ素イオンの脱離と導入を触媒する微生物酵素の構造・機能の解析 2,400千円 江崎 信芳
5．ガラスおよび高温ガラス融体の中距離構造とダイナミクス 8,200千円 横尾 俊信
6．モデル櫛型高分子の粘弾性：メタロセン触媒系ポリオレフィンのための基礎的研究 9,700千円 渡邊 宏
7．軸不斉化合物を活用する不斉場の構築 6,000千円 冨士 薫
8．亜鉛フィンガーをモチーフとした新しい遺伝子制御分子の創製と機能 7,000千円 杉浦 幸雄
9．三次元レーザー冷却実現のための結合高周波空胴の試作 4,400千円 岡本 宏巳




11．亜鉛フィンガー型DNA結合蛋白質の機能変換と人工リプレッサー開発への展開 4,600千円 杉浦 幸雄
12．ペプチド核酸 (PNA) を用いた遺伝子診断法の開発 2,800千円 上田 國寛
13．表面化学修飾法により合成したアパタイト－有機高分子ハイブリッド材料 6,700千円 箕田 雅彦
14．Ｘ線結晶解析を指向したタンパク質結晶化の実用的支援法の開発 9,200千円 加藤 博章
15．ポリ塩化ダイオキシンの酵素的分解系の開発と応用 3,100千円 江崎 信芳
[基盤研究 (C)(1)] 総 計 1,600千円
1．インテリジェント高分子の機能と構造・ダイナミックス：乱れと秩序の解析と組織化 1,600千円 尾崎 邦宏
[基盤研究 (C)(2)] 総 計 27,500千円
1．陽子線形加速器におけるミスマッチビームの不安定性 600千円 井上 信
2．植物形態の環境刺激応答におけるホメオドメイン蛋白質の役割 1,000千円 青山 卓史
3．PEN／PETブレンドフィルムの高温延伸過程における構造形成 500千円 村上 昌三
4．エピセレノニウムイオン中間体の単離および炭素－炭素結合生成反応への応用 800千円 年光 昭夫
5．精密重合法を用いた末端型C60オリゴマーの合成とその応用 1,100千円 宮本 武明
6．相分離に誘起される高分子ゲルの高次構造形成 900千円 金谷 利治
7．デハロゲナーゼによる有機ハロゲン物質分解機構に関する蛋白工学的構造研究 1,100千円 畑 安雄
8．チャ葉中における二糖配糖体β－プリメベロシド加水分解酵素の役割の解明 1,200千円 坂田 完三
9．不斉求核触媒の開発 1,100千円 川端 猛夫
10．協同的結合と選択的化学反応の複合によるDNA塩基配列の精密認識 1,300千円 森井 孝
11．膜融合活性ペプチドの膜内会合ダイナミクス解明による融合開始機構の研究 500千円 高橋 敞
12．水銀系銅酸化物超伝導体単結晶の作製と物性 2,100千円 廣井 善二
13．固溶体・溶液の溶存化学種の化学結合のXANESスペクトルによる研究 2,200千円 中松 博英
14．微粒子分散溶液構造と表面間力測定による混合微粒子分散系の安定性機構の研究 2,200千円 松本 陸朗
15．電子顕微鏡によるゴムの配向結晶化過程のその場観察 3,000千円 辻 正樹
16．生物発光の構造基盤－ゲンジボタル・ルシフェラーゼのX線結晶構造解析 2,200千円 加藤 博章
17．合成ペプチドのハイブリッド化による効率的細胞内導入と転写因子活性化制御 1,600千円 二木 史朗
18．生体内グルタチオンレベルを人為的に制御する機能性化合物の創製 2,500千円 平竹 潤
－γ-グルタミルシステイン合成酵素の特異的阻害剤の設計と合成－
19．真核生物におけるD－アミノ酸の生理的役割と生合成機構 1,600千円 吉村 徹
[萌芽的研究] 総 計 7,100千円
1．オプティカルストカスティック冷却法の実験的基礎研究 500千円 野田 章
2．無機母材の微細孔に光感受性分子を整列させた新規複合材料の創製試行 900千円 佐藤 直樹
3．鎖長を制御した一次元的有機結晶光機能性材料作成の試み 1,200千円 磯田 正二
4．超高伸長特性を有するエラストマーの作製と力学特性 900千円 麹谷 信三
5．均一メソ多孔質高分子薄膜の創成とこれに基づく有機／無機複合材料の開発 1,000千円 福田 猛
6．焼結法による新規高分子組織材料の開発 1,400千円 渡邊 宏
7．細菌の多機能デハロゲナーゼを用いるダイオキシン分解系の開発 1,200千円 江崎 信芳
[奨励研究 (A)] 総 計 10,700千円
1．ビシクロ[2.2.2]オクテンの縮環したシラシクロヘプタトリエンの合成と性質 900千円 西長 亨
2．自然水中の未同定有機ヒ素化合物のスペシエーションとヒ素循環過程における役割 700千円 長谷川 浩
3．ケイ素をスピロ中心にもつ光学活性スピロ化合物の触媒的不斉合成 1,000千円 山口 茂弘
4．モノマー配列制御に基づく新規官能性ビニル重合体の合成と機能 800千円 箕田 雅彦
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5．モデル高分子網目のひずみエネルギー密度関数の解析 600千円 浦山 健治
6．２次元系高分子ブレンドにおける相分離構造の解明と微細構造制御 600千円 辻井 敬亘
7．新しい有機薄膜作成法のための比較的大きな有機分子のクラスタービーム源の開発 1,600千円 吉田 弘幸
8．酵素を利用した四連続不斉炭素構築反応の開発とその天然物合成への応用 1,200千円 河合 靖
9．複屈折の波長依存性を活用した高分子アロイの分子レオロジー的研究 1,100千円 井上 正志
10．硫黄供給酵素による脱離反応機構の構造生物学的研究 1,200千円 藤井 知実
11．遺伝子疾患を標的とした新機能アロステリックリボザイムの新創製と機能解析 1,000千円 奥野 恭史
[特別研究員奨励費] 総 計 24,700千円
1．不斉Wittig型反応 900千円 渡邊 俊之
2．複数のタンパク質のDNA上での相互作用における協同性の発現機構 900千円 相澤 康則
3．中性子散乱によるアモルファス物質の低温熱容量異常の起源の解明 1,200千円 筑紫 格
4．リパーゼを含む加水分解酵素の不斉認識機構に関するNMR分光法を用いた研究 1,200千円 木下 雅道
5．システインデスルフラーゼとセレノシステインβ－リアーゼの構造・機能・生理的役割 900千円 三原 久明
6．ブロック共重合体の構造とダイナミクスに関する研究 900千円 佐藤 知広
7．極低温高速イオンビームの生成に関する基礎的研究 900千円 木原 崇博
8．中性子散乱による低次元磁性体の研究 1,400千円 藤田 全基
9．特異な構造をもつ新規フラーレン誘導体の合成 1,500千円 村田靖次郎
10．遷移金属錯体触媒によるシリルホウ素化反応の開発と有機合成への応用 1,200千円 中村 博
11．リドベルグ原子を用いた宇宙由来アクシオンの探索 900千円 多田 将
12．電荷移動型遷移金属酸化物の高圧合成と物性開拓 900千円 川崎 修嗣
13．生体触媒による高選択的不斉還元法の開発およびその機構の解明 900千円 松田 知子
14．交換スプリング多層膜の磁性と伝導性 900千円 長濱 太郎
15．ゲノムからの遺伝子機能予測とパスウェイ解析 900千円 坊農 秀雅
16．ラジオ・アクティブビーム (炭素11) の医療用走査型照射野形成法の開発研究 900千円 浦壁恵理子
17．スイッチ分子による活性発現制御機能を導入した新規リボザイムの分子設計 900千円 荒木 通啓
18．分子鎖の直接観察による高分子キャラクタリゼーション 800千円 藤田 雅弘
19．規制ラジカル重合の機構に関する反応速度論的研究 900千円 後藤 淳
20．核蛋白質修飾の日周リズムに関する研究 1,500千円 上田 國寛
Marek Jozef Banasik
21．新規有機ケイ素化合物の合成と応用 1,200千円 玉尾 皓平
Martins Katkevics
22．ハイブリッド中性子源用加速器の設計研究 1,100千円 井上 信
Valeri Vyacheslavovich Kapin
23．チャ葉中における香気前駆体β－プリメベロシド加水分解酵素の役割の解明 700千円 坂田 完三
郭  飛
24．2Ｈおよび13Cラベル強誘電性液晶の配向とダイナミックスに関するNMR研究 1,200千円 堀井 文敬
Jochen Schacht
[国際学術研究] 総 計 8,600千円
1．塩湖の好塩微生物の学術調査と新規ハロゲン化酵素および脱ハロゲン酵素の開発 2,400千円 江崎 信芳
2．極低温高速イオンビーム (クリスタルビーム) の実現に関する共同研究 1,300千円 野田 章
3．Aβアミロイドによる神経変性機構に関する研究 2,000千円 上田 國寛




移 動 者 一 覧
平成10年３月１日
[教育職]




・小田 順一 停年退職 (生体分子機能研究部門Ⅰ 教授)
・柿木 茂 停年退職 (附属原子核科学研究施設 助教授)
・幸塚 広光 辞職 (無機素材科学研究部門Ⅳ 助教授)
・田中 圭 辞職 (有機合成基礎研究部門Ⅱ 助教授)
・林 紅 辞職 (無機素材科学研究部門Ⅳ 助手)




・宇野 悦子 定年退職 (総務課図書掛)
平成10年４月１日
[教育職]
・山田 和芳 無機素材化学研究部門Ⅱ教授 昇任
(東北大学理学部助教授より)
・坂田 完三 生体分子機能研究部門Ⅰ教授 転任
(静岡大学農学部教授より)
・高橋 雅英 無機素材化学研究部門Ⅳ助手 新規採用
・金 基孫 無機素材化学研究部門Ⅳ教務職員 新規採用
・渕上 喜弘 生体分子機能研究部門Ⅱ教務職員 新規採用
［行政職］
・吉井 良之 総務課庶務掛長 配置換
(教育学部庶務掛長より)
・中川 治夫 総務課図書掛長 配置換
(理学部図書掛長より)
・三上 隆典 経理課業務掛長 配置換
(文学部会計掛長より)
・阪本 直樹 総務課庶務掛 配置換
(総務部国際交流課国際企画掛より)
・杉本 裕美 総務課図書掛 新規採用
・酒井久美子 経理課経理掛 配置換
(医学部附属病院医事課収入掛より)
・齋藤 正夫 経理課業務掛 新規採用
(総務部人事課所属)



















・藤田 全基 無機素材化学研究部門Ⅱ教務職員 新規採用
平成10年６月１日
[教育職]























広報委員会委員：横尾俊信 (委員長)､ 野田 章､
中原 勝､  谷信三､ 宇野武男､






































研究部門・附属施設 研 究 領 域 教 授 助 教 授 助 手
電 子 状 態 解 析 向山 毅 伊藤嘉昭
(38-3040) (38-3044)
構 造 解 析 基 礎 結 晶 情 報 解 析 小林隆史 磯田正二
(38-3050) (38-3051)
高分子凝縮状態解析 麹谷信三 辻 正樹
(38-3060) (38-3061)
界 面 構 造 解 析 中原 勝 梅村純三 岡村恵美子 (教務職員)
(38-3070) (38-3071)
界 面 物 性 分 子 集 合 解 析 佐藤直樹 浅見耕司
喜多保夫
(38-3080) (38-3081) 吉田弘幸
分 離 機 能 解 析 松井正和 梅谷重夫 鈴木みつ子 (技術職員)
(38-3100) (38-3101)
人 工 格 子 合 金 新庄輝也 細糸信好
(38-3103) (38-3104)




無 機 素 材 化 学 多 相 材 料 高野幹夫 廣井善二 東 正樹
(38-3120) (38-3121)
非 晶 質 材 料 横尾俊信 金 基孫 (教務職員)
(38-3130)
構造解析 (客員 ) 前川禎通 鈴木義茂
溶 融 体 物 性 尾崎邦宏 渡邊 宏 井上正志 岡田眞一 (技術職員)
(38-3134) (38-3135)
固 体 物 性 梶 慶輔 金谷利治 西田幸次
材 料 物 性 基 礎 (38-3140) (38-3141)
分 子 運 動 解 析 堀井文敬 綱島良祐 梶 弘典
金森諒子 (教務職員)
(38-3150) (38-3151) 大嶺恭子 (技術職員)
複合体物性 (客員) 加藤克彦 深堀美英
高 分 子 材 料 宮本武明 福田 猛
辻井敬亘
(38-3160) (38-3161) 箕田雅彦所 長 有 機 材 料 化 学
高 圧 有 機 化 学 小松紘一
田中 徹 (教務職員)杉浦幸雄
(38-3172) 安本三夫 (技術職員)(38-3001)
合 成 反 応 設 計 玉尾皓平 年光昭夫
河内 敦
(38-3180) (38-3181) 山口茂弘
有 機 合 成 基 礎 精 密 有 機 合 成 冨士 薫 川端猛夫 寺田知子 (技術職員)
(38-3190) (38-3191)
合成理論 ( 客 員 ) 古賀憲治 戸部義人
生体有機反応理論 大野惇吉 中村 薫
(38-3200) (38-3201)
生 体 反 応 設 計 生 体 活 性 化 学 杉浦幸雄 二木史朗 森井 孝 奥野恭史 (教務職員)
(38-3210) (38-3211)
生 体 反 応 制 御 上田國寛 田中静吾 安達喜文
(38-3220) (38-3221)
機 能 分 子 変 換 坂田完三 平竹 潤 加藤博章 中津 亨 (教務職員)
生 体 分 子 機 能 (38-3230) (38-3231)
微 生 物 分 子 科 学 江崎信芳 吉村 徹 栗原達夫 渕上喜弘 (教務職員)
(38-3240) (38-3235)
情 報 高 分 子 構 造 高橋 敞 畑 安雄
(38-3250) (38-3251)
生 体 分 子 情 報 情 報 伝 達 岡 穆宏 青山卓史 後藤弘爾
(38-3262) (38-3263)
情 報 設 計 金久 實
五斗 進
(38-3270) 緒方博之
附属 粒 子 線 発 生 野田 章 岩下芳久 白井敏之 頓宮 拓 (技術職員)
原子核科学研究施設 (38-3281) (38-3282)
(施設長 野田 章) 基 礎 反 応 井上 信 松木征史 岡本宏巳
(38-3291) (38-3292)
附属
核酸情報解析施設 椙崎弘幸 藤渕 航 安田敬子 (技術職員)
(施設長 金久 實) (38-3301)




中 央 実 験 工 作 場
(世話教授) 淡野清光 (技能職員)
佐藤直樹 今西勝美 (技能職員)
総務課長 庶務掛長 吉井良之 阪本直樹 宮本真理子
嶋田 至
事務部長 図書掛長 中川治夫 林 徳範 杉本裕美 荻野和枝
宇野武男
経理掛長 灰方之則 原田賢治 (主任)
森下直也 前田昌志 滝 和也
上根 勝 酒井久美子
経理課長 和田孝雄 (主任)
東 準一 業務掛長 三上隆典 浅野博隆 (主任) 齋藤正夫
森田義己 (主任) 小坂 勲 風間一郎 西野善夫
化学研究所組織図
